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2012年は、名古屋市が生後6ヶ 月からの乳児保育 ・朝8時 から夕方6時 までの長時間保育を制
度化 して47年目にあたる。 この制度がどのような道筋を経て制度化 されたのかを、文献やインタ
ビューを通 して考察 した。女性労働者が働 き続けるためには生後43日目からの産休明け保育、勤
務時間に通勤時間を加算 した長時間保育が必要不可欠である。 ところが、昭和30年代始め頃の名















全ての子 ども達に平等に付与 された施設 となった。児童福祉法第24条には 「市町村長は、保護者
の労働又は疾病等の事由により、その監護すべき乳児又は幼児の保育に欠けるところがあると認





一 乳児 満1歳 に満たない者






きわまりないことと考えられていた。 この古い思想や古い社会習慣の壁は厚 く、簡単に打ち破 る
ことは困難であった。乳児保育が市民意識の中に受け入れられるには母親労働者たちのたゆまぬ








尚、文中、子 どもを子供、保育士を保母、看護師を看護婦 と記載 しているところがあるが、当
時の漢字、名称を使用 した。
2.名 古 屋 の女 性 運 動









1946～47(昭和21～22)年には多 くの労働組合が結成 されて労働運動が開始 され、教員の労働
組合では男女同一賃金要求が出された。米の配給をめぐって陳情が活発に行われ、民主戦線婦人
大会では初めてデモ行進を行った。「働 く婦人の集い ・国際婦人デー」には日本碍子工場に3,000
人 もの労組婦人部や地域の婦人団体が集まり、プラカー ドを持 ってデモ行進 し、女性の行動力を
アピールした。家庭婦人 も物価高や生活擁護の要求を掲げてデモを行 ったり、新聞に投書 したり
した。配給制度への不満や物価高から生活を守 るため女性の国会議員が トップで当選 し、女性の
県 ・市議会議員 も誕生 した。社会主義国ソ連や中国を訪問した高良 とみの海外報告会が旧金山体
育館で7,000人もの婦人の参加で開かれた。子どもを持つ母親労働者の問題 も取 り上 げられるよ







回大会から 「ポス トの数 ほど保育所を」が掲げられ、保育所作 り運動を活発に行 っていったが、
愛知母親大会がこのスローガンを掲げたのは1960年代になってからだった。



















議会 と東区に陳情 したら、ベビーベッ ドー 台分の成果があったということだろうか。当時東保育
園に勤務 していた青木秀子(2011年11月4日インタビー[※1]によると、東保育園が開園 した1952





佐藤宗男は1964(昭和39)年に中川区富田地区に 「みどり子 どもセンター」 という保育園を設
立 した。主任保母はヤジエセッルメント保育所で働いていた河本ふじ江だった(10)。園内に子 ども




専売公社(現 たばこ産業)や 電電公社(現NTT)で は熟練工を確保するために大正時代か ら職
場内保育所が作 られた経緯がある。戦後は母乳の代用品であるミルクが簡単に手に入 るようにな
り、働かねばな らない母親労働者や働き続 けたい母親労働者たちが保育所作 りをは じめた。
1955～65(昭和30～40)年代、名古屋の日雇い労働者や国家公務員、病院の労働組合婦人部が職
場内保育所作 りを行 った。























の「生協乳児預 り所」として発足 した。1969(昭和44)年、大学内の自治組織が運営委員会を作 っ














センターの看護婦 も利用 している。直営の託児所を作 るに至 ったのは、看護婦の労働条件の改善
と病院事業の能率的な運営を行なうことであり、看護婦の定着化を促進するためであった。直営




病院内保育所はここに掲げた保育所以外にも数多 く作 られ、現在 も職場内保育所 として機能 して
いるが、保育内容の質の低下が問題である。保育所づ くり運動が盛んに行われるようになった












者派遣の要請を行い、及川(現 原田)嘉美子保母 と難波(現 河本)ふ じ江保母がやってきて保育
が始まった。台風後で心の荒れた子 ども達は、彼女たちの手に負えなかった。そこで2人 は保育
について子 どもたちの要求を掘 り起 こし、子 ども達 と話 し合い、考えさせ、意欲を引き出すこと
を基本に、保育の実践を積み重ねた。彼女達は子 どもの様子を連絡帳で保護者に伝え、 さらに機
関紙 「レンガの子ども」を子どもに持たせて保護者に保育所への関心を高めた。『レンガの子 ど
も』は機関紙 「レンガの子 ども」の保育実践記録を中心に執筆 された本である。
ヤジエセツルメント保育所の保護者達は名古屋市 と交渉を重ね、月2万 円の補助金獲得に成功
した。その後弥次衛町の住民は、名古屋市に公立保育園建設の要求実現にむけて連 日陳情を行 っ
た。母親達は赤ん坊を背負い子 ども連れで陳情に行 った。保護者達の熱意が実 って公立保育園建




1962(昭和37)年、電通(現NTT)で 働 く3人の母親が自分の子どもの預 け先に困って、保
母探 しを始めた。婦人民主 クラブ(19)へも頼みに行 った。婦人民主 クラブは名古屋保育問題研究会




保育は元看護婦 と保育学生の2名 が全 くの手探 り状態で始めた。それを支えたのは、名古屋保育
問題研究会のメンバー達 と婦人民主 クラブの人達だった。健康管理は、名古屋大学医学部の小児
科医有志が研修医も含めての体制で行われた。当時の共同保育所の様子は以下の通 りであった。
名古屋市熱田区池内町の5階建ての市営アパー トの3階の ドアを開 くと、2Kの室内が丸見
えだった。2台 の乳児用ベ ッドにふさがれた6畳、 ビリビリの襖、べたべたと手形がついた
壁、離乳食がこびりついた畳のわずかな空間に障害児のK君 がころがっている。歩けるよう
になったA君 とA子ちゃんがK君 の頭につまずきながらヨチヨチ歩 く。保母 さんがほつれ髪



















以上 のよ うに、池 内共 同保育所 が設立 され ると、子 どもの預 け先 に困 っていた母親達 が次 々 と
共 同保育所 を立 ち上 げてい った。共 同保育所 の運営 は非常 に苦 しか ったが、 カ ンパ や物 資販売、
善意 の寄付などで運営危機 を切 り抜 けて いった。一つ一つの共同保育所の力 は微々た るものであ っ
たが、2年 間に14ヶ所 もの共同保育所を立ち上げていったエネルギーや保育所作 り連絡会のつな
がりが母親たちに連帯感 と行動力を与えた。
(5)愛知保育所作 り連絡会の活動
池内共同保育所が誕生 した3ヵ月後の1962(昭和37)年8月、愛知保育所作 り連絡会が発足 し
た。東京の共同保育所は保育所同士の連携が不十分で、設立後2～3年 で廃止された所が多かっ
た。名古屋の共同保育所は、共同保育所同士の連携を密にし、名古屋市に保育要求を行 う市民団












設 された星が丘保育園設立までの公立保育所作 り運動の経過が以下のように記 されていた。
1962(昭和37)年「働 き続ける母親のために乳児からの保育所 と家庭福祉員制度を実現 させ
たい。」 という新聞の投書がきっかけで保育所づくり運動が始まった。星ケ兵 ・虹ケ兵の全戸





4月3日、市議会議長から 「財政事情を勘案の上当局が善処するよう要望 して採択」 との報告






内容にするため、アンケー トを持 って市に陳情 した。1965(昭和40)年4月2日千種台社教委
員主催の 「説明を聞く会」で、① 生後6ヶ 月から就学前までの子 どもを対象 とする。② 保
育時間は朝8時 半から午後5時15分までだが勤務条件によって朝8時 から午後6時 までとし、
パー ト作業員を雇 って朝7時 半から午後6時 半まで保育をする。③ 看護婦を1日4時 間勤務
のパー トタイマーとして1人雇うという回答を得た。
ところが保育園の開園と同時に問題が起 こった。保母不足である。市民生局に何度 も保母の
増員を訴え、陳情書や要望書を送 った結果、星ケ丘 と千種台に保母が1名 ずつ増員 された。
新設4園 の定期交流が母体 とな り、1972(昭和42)年3月、「名古屋市公立父母の会」が発
足 した。
星ケ丘 ・虹ケ丘保育の会は女性労働者 と家庭婦人が共に保育所作 り運動を行い、地域住民を巻
き込んで運動の輪を広げた。対市交渉では、市や政府の女性労働政策を批判 し、住民のための保
育園要求を掲げて粘 り強く交渉 し、乳児保育 ・長時間保育を実現 させた保育所作 り運動である。
(7)自由ケ丘団地の公立保育園設立運動と共同保育所づくり






見を聞きながら市 と交渉を重ねて住みやすい町作 りを行 った。
社教発行の 『自由ケ丘学区報』1962(昭和37)年10月号に 「共稼 ぎの家庭、主婦に万一の事
があった場合にも安心 して預けられる保育所がぜひ必要」 という投書が載 っていた。 さっそく
保育所を実現す るために「母 と子の会」が結成 された。「母 と子 の会」 は 『母 と子の新聞』を
2,000世帯全戸に何回 も配布 し、社教の応援を得て保育所アンケー トをとり、地域 に世論を起





共同保育所 も始めた。宗徳寺の尼 さんが寺の一室を提供 してくれ、1964(昭和39)年4月、 自
由ケ丘共同保育所が開設 した。当時、共同保育所 といえば公的補助は一銭 も無 く、市民生局や
市長に何度か陳情にいった。当時は杉戸市政の時代で、市長は 「自分たちでいいことしてつくっ
た子供は、 自分でみるのが当たり前 じゃないかね。」と下品に笑いとばした(23)。





















保母達 と大学の保育研究者 らの努力によって 「名古屋保育問題研究会」が発足 した。池内共同保
育所はこの名古屋保育問題研究会 と婦人民主 クラブの後押 しによってはじめられた。
1962(昭和37)年にはじまった共同保育所運動は、女性が働 きながら子 どもを育てていくこと
を行政に認めさせていくこと、言いかえれば、女性の働 く権利を保障させていく労働運動であっ
た。まず共同保育所を作 り、多 くの母親が共同保育所に子 どもを預けて働 き続けること、いくつ
もの共同保育所を作 って数を増やして大 きな団体 となり、一緒になって保育運動を拡大 していく
ために1962(昭和37)年「愛知保育所づ くり連絡会」(後の愛知保育団体連絡協議会)を 結成 し
た。 これは、児童福祉法第2条 「国及び地方公共団体は、児童の保護者 と共に児童を心身 ともに
健やかに育成する責任を負 う」という地方 自治体の保育行政への責任を追及する運動でもあった。
星ケ丘 ・虹ケ丘保育の会、千種台母 と子の会の市民運動は、地域に公立保育所作 り運動を呼び
かけ、全戸アンケー ト、市への陳情、請願署名、学習会を行 った。保育の具体的要望の取 りまと











議論が繰 り返 された。勤務のローテーションをこなすには1園 につき6名の保母が必要 との結論
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